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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

昨年度の、カーボンナノ材料認識ペプチド（CNBP）提示Dpsとカーボンナノチューブ(CNT)の複合体、

CNT＋mDpsの生成と、さらに完全に可溶化したCNT＋mDps	
 のDps内にナノ粒子合成を行う手法を改良し

て、再現性良く行うことができる手法を確立した。得られたナノ粒子担持の可溶化CNT＋mDpsを電子

線リソグラフィーを用いて作製した電極間ギャップが100-200nmの複数種のナノギャップ電極にラン

ダムに配置したが、電極間に可溶化CNT＋mDps溶液を滴下して乾燥させただけの場合では、溶液に含

まれる緩衝液の成分が析出し、走査型電子顕微鏡（SEM）での観察に支障があるだけではなく、電気

特性測定にも問題があった。今年度はランダム配置後に純水でのリンス工程を追加することで、大幅

なSEM観察像の改善が見られ、電気特性解析がより正確に行えるようになった。電気特性では、ギャ

ップ間に複合体が存在しない場合、ナノギャップ電極が、印可電圧2-3Vにおいて、10fA程度しか電流

を流さず電気特性測定に適していることが確認された。ギャップ間にコバルトナノ粒子担持複合体を

配置した電気特性では、同じく印可電圧2-3Vにおいて、数μAの電流が流れることが確認され、電圧

―電流特性では、プラスマイナス1V程度の範囲において電流がほぼ流れない不感電圧帯が確認された

。このことは量子効果を示唆していると思われた。すなわち、ランダム配置された複合体ネットワー

クから、一つのナノ粒子が選ばれ、電子がそのナノ粒子を量子井戸として導電しているため、クーロ

ンブロッケード様の特性を示したと考えられる。またメモリ効果と思われる特性も得られたが、その

再現性は低く今後慎重に再現実験を行う必要がある。	
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